
BIM/CIM、点群データ等について

BIM/CIMモデルの場合は白い
円が表示され、クリックする
ことでBIM/CIMモデル（外形
のみ）の表示が可能

点群データ、BIM/CIMモデル共通
で、ダウンロードアイコンをク
リックすると元ファイルのダウ
ンロードが可能

Ver.1.4追加データ
数（工事数）

工事・業務デー
タとしての検索

表示 ダウンロードファイル 備考

点群データ 567件（122工事） ○ 2次元GIS上に表示 CSV, TXT, LAS（元データ） ダウンロード機能は有り

BIM/CIMモデ
ル

10件（7工事） ○
単独表示
（外面のみ）

IFC（元データ） ダウンロード機能は有り

工事管理ファ
イル

853件（853工事）
※点群データ、BIM/CIMモ
デルの工事も含む

○ 2次元GIS上に表示 無し ダウンロード機能は無し

表示可能な点群データ、BIM/CIMモデルの操作

工事件名 都道府県 件数

国道45号玉川大橋上部工工事
岩手県 1件

H30東関道国道354号跨道橋下部
その1工事 茨城県 1件

H30東関道国道354号跨道橋下部
その2工事 茨城県 1件

新野積橋橋脚その2工事
新潟県 2件

平成29年度東海環状下宮第4高
架橋PC上部工事 岐阜県 2件

大田静間道路静間地区改良第6工
事 島根県 1件

平成30-31年度布師田第1高架橋
上部工事 高知県 2件

BIM/CIMモデルの工事一覧

BIM/CIMモデルの表示例

参考資料



My City Construction

• My City Constructionは、受注者が検査前に電子納品成果をアップロードすることで、
点群データやUAV撮影データ等の重いデータを円滑にプレビュー表示・検索でき、
オープンデータについてはG空間情報センターからも検索可能な、自治体単位でも採
用しやすい低コストかつ包括的なオンライン型の電子納品システムです。



新規連携データの概要（My City Construction）

地方自治体の工事データ

タイトル 土木工事（地方自治体）

説明
地方自治体の公共工事の電子
納品成果データです。

組織
一般社団法人社会基盤情報
流通推進協議会

日付 2019年～現時点
場所 利用自治体

ライセンス
公開されているデータはクリ
エイティブコモンズライセンス
表示

• 今回、連携対象のデータは、My City Constructionに登録されている案件のうち、227
件です（連携対象については、随時拡大していきます）。

• そのうち、9件は点群データを表示します。



ⒸNIED

SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー

災害現場で役立つ情報プロダクツ

災害現場で活動する災害対応機関での情報活用

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最大化

情報収集

情報共有

・建物被害推定
・道路通行可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

災害時情報集約
支援チーム

Shared Information Platform for Disaster Management

※SIP4Dは防災科研が研究開発・運用しているシステムです。



新規連携データの概要（SIP4D）

MP-PAWR鉛直積算雨水量
タイトル MP-PAWR鉛直積算雨水量

説明

鉛直積算雨水量は，単位面積
の上空に含まれる雨水の総量
（kg/m2）であり，本図はその分

布を地図上に表示したものであ
る。（MP-PAWR:マルチパラメー
タ・フェーズドアレイ気象レー
ダー）

組織
データ：情報通信研究機構
解析：防災科学技術研究所

日付 随時

場所 東京周辺

ライセンス

災害対応を目的としてマップタイ
ル画像を公開している．画像の
二次利用等については防災科
学技術研究所に問い合わせるこ
と。

MP-PAWRの観測データを用いて解析された鉛直積算雨水量から、その分布を示すマップタイル画像
が作成され，SIP4D経由で30分毎に配信されている。
MP-PAWR降雨強度分布を示したマップタイル画像も同様に配信される。



統合災害情報システム（DiMAPS）

• 統合災害情報システム（DiMAPS）は、地震や風水害等の災害時に、関係部局からの
被害報告や他システムの情報等をWeb地図上に集約し、統合表示するシステム。

• 拡大、縮小可能なシームレスなWeb地図上で災害情報の迅速な共有が可能。被害の
全体像を含め災害対応に必要な情報を迅速に把握し、オペレーション等に活用。



新規連携データの概要（DiMAPS）

令和元年10月台風19号に関する災害情報事例 タイトル
令和元年10月台風19号に関す
る災害情報事例

説明

令和元年10月台風19号に関す
る国交省所管施設の災害情報
の一部
※第1報,第5報,第10報等の一部

組織

データ：国土交通省各部局・地
方支分部局等

運用：国土交通省水管理・国土
保全局防災課災害対策室,
国土交通省国土地理院企画部
防災推進室

日付 -

場所 主に東北及び関東地方

ライセンス

DiMAPSのデータについて
https://www.mlit.go.jp/saigai/di
maps/source/copyright.html
国土交通省（リンク・著作権・免
責事項）
https://www.mlit.go.jp/link.html



水文水質データベース

• このデータベースは水文水質にかかわる国土交通省水管理・国土保全局が所管する
観測所における観測データを公開することを目的としています。

• 掲載対象としているデータは、雨量、水位、流量、水質、底質、地下水位、地下水質、
積雪深、ダム堰等の管理諸量、海象です。



新規連携データの概要（水文水質データベース）

雨量観測所
水位流量観測所

タイトル
雨量観測所、水位流量観測
所

説明

「国土交通省 水文水質データ
ベース」で公開している雨量観
測所、水位流量観測所の位置
データ

組織

国土交通省北海道開発局、
東北地方整備局、関東地方
整備局、北陸地方整備局、
中部地方整備局、近畿地方
整備局、中国地方整備局、
四国地方整備局、九州地方
整備局
内閣府沖縄総合事務局

日付 令和２年１２月１５日時点

場所 日本全国

ライセンス 国土交通省

「水文水質データベース」サイト（http://www1.river.go.jp/）



3次元点群データと台帳データとの連携モデル

■概要
道路管理の効率化を目指し、3次元点群データと道路上の施設台帳データとをジオタグ手法
で連携させて同一プラットフォーム上で閲覧できる環境を、３次元点群データを先進的に収
集整備している静岡県をモデルとして、一部区間で試行的に構築（パイロットシステム）しま
した。パイロットシステムを活用することで、
①現場の状況を3次元ビューワ上で視覚的に把握でき、かつ幅員や高さ等の計測が可能
②ジオタグで連携させることで地図及び画像から施設台帳の検索が容易
③占用物件（電柱等）情報の連携等にも応用可能
といったメリットや効果が期待できる。

■データ名

インフラデータ（道路台帳、橋梁台帳、
道路案内標識台帳、施設点検台帳
（道路橋）、公共建物カルテ等）

■データ提供者
静岡県

■作成者
国土交通省 中部地方整備局
企画部 広域計画課



デジタル道路地図データベース（DRM-DB）

■概要
デジタル道路地図データベース（DRM-DB）は、通行規制、路上工事、事故、渋滞、災害等
の道路交通関連情報を道路管理者等と道路の利用者がやりとりするために、官民が共通で
利用する位置IDを関連付けた基盤インフラとなるデジタル道路地図です。

収録データは、基本道路データ（都道府県道以上および幅員5.5m以上の道路など）、細道
路データ（幅員3.0m以上の道路）で構成されており、全国で約100万kmの道路ネットワーク
として道路管理等に利活用されております。

■データ名

デジタル道路地図データベース
（DRM-DB）

■データ提供者
全国の道路管理者等

■作成者

一般財団法人 日本デジタル道路地
図協会


